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(a)ショットピーニング前 

(b)ショットピーニング後 

 

製造プロセス 

図２ 加工手法ごとの残留応力 

-1400

-700

0

700

放
電

放
電+

研
削

放
電+

ピ
ー
ニ
ン
グ

放
電+

研
削+

ピ
ー
ニ
ン
グ

残
留
応
力
[M

Pa
]

図１ ショットピーニング処理 
前後での金属組織写真 
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切断工具の長寿命化にはセラミックや金

属の粒子を打ちつけるショットピーニング

処理が行われることがあります。しかしそ

れによって、切断工具では何が起こってい

るのか不明であり、最適な加工条件の設定

ができないという課題がありました。 

 

 

メカニズムを解明するため、放電加工で

作った工具鋼サンプルについて条件を変え

てショットピーニングを行い、電子顕微鏡

観察、寸法測定、残留応力測定、金属組織

観察、硬さ測定を実施しました。また、そ

の結果から、工具寿命延長のための処理条

件の探索を行いました。 

 

 

以下のとおりショットピーニングによる

効果がわかりました。 

・放電加工でできた加工変質層の除去 

・表面に圧縮残留応力の付与 

・刃先の丸めによる刃こぼれ防止 

これらの結果から最適な投射条件を求め

ることができました。 

  

これらの分析手法は別の加工法にも応用

可能ですのでぜひご利用ください。 
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